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　今、日本は世界に類のない程超高齢社会に、速いスピードで移行しております。そのスピード故に、社会の受け入れ態勢

が遅れています。医療の現場でも同様な事が生じています。御高齢になられますと、多臓器疾患が増え、各種の医療機関で

治療を受ける事になり、それに連れ服薬量も増え、医原病と言った造語も生まれてきました。

その為に昨年は、“高齢社会に於ける五臓六腑の本治療” のテーマでフォーラムを開催致し、多数の御参加を頂き、盛会裡に

終了させて頂きました。今年は “痛み” に目を向け、テーマを高齢社会に於ける漢方治療『痛みの緩和』とさせて頂きました。

　現代医学では、この痛みに関しまして消炎鎮痛剤等の対症治療方法が主で、根本治療がなされていません。その為患者様

は、痛みの苦しみから逃れる為に長期服薬をなさり、新しい疾病を引き起こしています。これらを鑑み、今回当フォーラム

では痛みの成因を学び、食を含めた養生方法と漢方薬で根本治療をし、治療効果を上げていかれる様に企画致しました。

日本漢方交流会学術部主催

第４回慢性、難病フォーラムの御案内

　　　　　　　　　　日　時　　平成18年５月28日（日）
　　　　　　　　　　　　　　    10 時 30 分～ 16 時 30 分　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　場　所　　チサンホテル新大阪（TEL06-6302-5571）

　　　　　　　　　　テーマ　　高齢化社会に於ける漢方治療『 痛みの緩和 』

第 3 回慢性、難病フォーラムの様子 ( 平成 17 年 5 月 30 日 )
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　医師、薬剤師、鍼灸師、３師の御経験深い先生方に、それぞれの立場で基調講演をお願いし、又５人

の話題提供して下さる先生方に、臨床発表をお願い致しました。フォーラム会場に壇はなく、会員の皆様と一体になれるフ

ロアーです。大いに質疑応答なさり、翌日の治療に即役立つ何かを学び取って頂きたいと考えております。一人一人の会員

の皆様が研鑽し、腕を上げ、医療に貢献し、社会に貢献して頂きますと、当然薬系漢方家としての社会的地位は得られるで

しょうし、その同志の集団である日本漢方交流会も、しっかりした礎を築く事が出来ると考えます。それにも益し会員の先

生方の、薬局の発展に必ずつながります。まだ当会に未入会のお仲間にもお声掛け下さいまして、是非多数の御参加をお待

ち申し上げます。

　尚、日本薬剤師研修センターの研修シールは、３単位となっております。

　以下に申し込み方法とプログラムを掲載致します。

　　参　加　費　￥3,000（会員）　￥4,000（会員外）　￥2,000（学生）
　　昼　食　代　￥1,500（希望者）
　　懇 親 会 費　￥3,000（希望者）
　　　＊　フォーラム終了後、同ホテル内で気分を変え、漢方談義に花を咲かせましょう。思いがけず処方がひらめくかもしれません。

　　申 込 み 方　郵便振替にて、参加費、昼食代金、懇親会費の希望欄に○印を入れ、合計金額をお振込下さい。　
　　　　　　　　郵便振替　口座番号　00950-7-296672
　　　　　　　　口座名義　慢性、難病フォーラム
　　申 込 締 切　平成 18 年５月 22 日（月）
　　　 ＊　当日参加も可能ですが、準備の手前事前参加登録に御協力下さい。

　　問い合わせ　　FAX 075-314-7417  西京極薬局 須藤朝代

 プログラム 予定 
★ 特別参加  中井 康雄先生 ・ 西脇 平士先生 ・ 広中 隆志先生 
 

１０：００        受付開始 
   

 
１０：３０～１１：１０  基調講演：「薬系漢方の展望」   

日本薬科大学 薬学部教授  丁 宗鐵先生 
 

 
１１：１０～１１：５０  基調講演：「金匱要略」「傷寒論」に見られる痛みの成因と治法 

日本漢方交流会終身師範   河合 斉先生 
 
１１：５０～１２：３０  基調講演：『肩関節、膝関節の痛みに鍼灸と漢方薬を 

併用した治療例』 
                 日本漢方交流会理事     吉本 悟先生 
 
 
１２：３０～１３：３０  昼食 
                               

 
１３：３０～１４：００  話題提供：腰脚痛の治療 
                 個人会員          横溝 嘉昭先生 
 
１４：００～１４：３０  話題提供：老人性鬱病が座骨神経痛に転化した症例について 
                 東京漢方教育研究センター  越智 秀一先生 
 
１４：３０～１５：００  話題提供：“治る”と“直す”操体法から学んだこと 

奈良漢方治療研究所     北村 翰男先生 
 

 
１５：００～１５：１５  休憩 
 
 
１５：１５～１５：４５  話題提供：高齢者の疼痛治療 ２例 
                 東京漢方教育センター    中川 智代先生 
 
１５：４５～１６：１５  話題提供：痛みの症例 ５例 

岐阜漢方研究会          太田 順康先生 
 

 
１６：３０～１８：３０  懇親会 
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第 39回日本漢方交流会学術総会・福岡大会の御案内
　　　　日時：平成１８年１０月２８日（土）～２９日（日）
　　　　会場：「アクロス福岡」４階　国際会議場
　　　　　　　　　〒 810-0001　福岡市中央区天神１丁目１番１号　TEL 092-725-9113

　　　　テーマ「糖尿病とその関連疾患」
　　　　       スローガン「薬食同源」
　　　　　大会会頭：木村孟淳　日本漢方交流会会長

　　　　　大会委員長：三橋國英　九州漢方研究会会長

　　　　　実行委員長：金子吉一

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆　福岡大会発表者及び紙上発表者募集概容　◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

　　　第 39 回日本漢方交流会全国学術総会の発表者を募集する予定です。

　　　１．テーマは「糖尿病とその関連疾患」　スローガンは「薬食同源」です。

　　　２．発表時間は　２０分（発表１５分、質問５分）の予定です。

　　　３．発表申込は５月末日まで、

　　　４．原稿の提出は７月末日までを予定としています。

　　　５．原稿様式は手書きでも結構ですが読み間違いのないように楷書で書いてください。ワープロソフトをお持ち　　

　　　　　の方は、プリントアウトした原稿とフロッピーやＣＤを一緒に提出してください。

　　　６．発表申込多数の場合は、「大会講演要旨集」に「紙上発表」とさせていただきますのでご了承の程お願い申　　

　　　　　し上げます。

● 後日、皆さまには正式に募集要項を発送

     しご案内いたしますのでよろしくお願い

     いたします。

　  問い合わせは大会事務局にお願いいた

   します。

第 39 回日本漢方交流会学術総会
   福岡大会事務局

   〒 810-0021　福岡市中央区今泉 2-4-35　

　　　　　　　   上人橋薬局内　戸田昭洋　

　　　　　　　   FAX 092-751-3962

アクロス福岡

第 38 回広島大会での九州漢方研究会挨拶
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●日本漢方交流会ホームページを立ち上げて
おります。活動予定などを掲載できますので
広報委員までお知らせ下さい。パスワードは
kaiin でお入りください。
　

平成 18年 4月編集

▲▲

広報担当からのお知らせ

第７回　漢方薬剤師育成研修会の報告

　日本漢方交流会　組織部　委員　佐々木良忠

　　　　　　　　　　　　

　　昨年１０月、第７

回漢方薬剤師育成研修

会が広島大学医学部薬

学科の実習室にて３１

名の参加にて行われま

した。午前中は製剤で、

響声破笛丸（きょうせ

いはてきがん）を作り

ました。響声破笛丸は、

連翹、桔梗、センキュ

ウ、縮砂、訶子、百薬

煎（ ザ ル ボ ）、 薄 荷、

大黄、甘草とハチミツ

から作ります。嗄声（し

わがれ声）の特効薬と

して有名ですが、声を

出しすぎて、かすれ声

になったり、ほとんど

声にならなくなった時

に、咽喉をしめらせる

ようにして服用します。大切なことは生薬の粉末と加熱したハチミツを混合すること。その課程を練習し会得することで

した。帰ってすぐにもう一度実践されると会得出来やすいのですが、今回の製剤の材料は全部を揃えるのが簡単ではない

ようです。訶子や百薬煎の粉末が販売されていないようなので粉砕器が必要になってきます。最近は台湾製のものが通販

などでも買えます。製丸は自動製丸機と手動製丸機を使いました。実習はいつものように真剣に楽しく進みました。午後

からは漢方薬局を開くために必要な書類や設備、器具、揃えないといけない生薬から問屋さんまで、必要事項すべての研

修を受けました。寺島　衛　先生の経験を交えながらの講義はとてもわかりやすく説得力があり、開局している人間が聞

いても参考となるものでした。これから漢方薬局を開局しようと思われる方も、すでに開局されている方も何か参考にな

るものがあると思います。漢方薬局繁栄のためにもまた是非ご参加下さい。

第 7 回漢方薬剤師育成研修会の様子


